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「＇heINSTITUTE’s principle objectives are as follows: 
lo promote cduじationfor a culture of peace and the development of human rights, 
exposing the di日dvantagesof violence in its various manifestations, analysing how 
lo handle conflicts nonviolently; 
to develop curiじuI um materials and conduct l巴；ichcrtraining in conflict rcsolulon, 
peace and human rights education; 
to promote contacts between members of the community in view of advancing 
discussion and reflection on connicl issues; 
to gather and disseminate information and documentation in the various日re山 of
じりnじ巴『n;
to orgλnise inter-di刈 iplin日ryconferences, seminarおandwork山口l刊日ndto publish 
itメreぉCλrじhfindings; 
lo run diplomは.undergraduate and graduate courses locally and for overseas 
students inじollahorationwith the University or Malta, inpartiじularwith the E小川Id 




























































マ Jレ タ 316 kni 
函 自官 市 347 kni 
日 本 378万凶




















































































い，背の高い40代くらいの男の人が 名札に NurseAidとかいてあったが一案内を して下
さった。写真も数枚と らせて頂いた。 何よりも， 清潔で、明るい感じに感動した。古い石造りの
建物で，日本の近代病院のような凡張面な清潔さとはちがった感じのすがすがしさがあった。











電話使用台数 T V使用台数 エネルギー消費 国防予算
マルタ 18万台（50.2/1日3人） 26万台（742台／1.000人JI 50万トン（l,398kg/l人） I 2.620万ドル（ 73ドル／1人）


































九齢。 15 -29 
年別
マ 人 30 - 44 
lレ
タロ 45 - 59 
九構








死 悪 ’性 新 生
函
循 環 器 系 疾
九 吸 品千 君号 系 疾
九
年 r肖 イヒ 器 系 疾




24 .1 18.2 
23.2 21. 7 
23.0 22.2 




7.3 7 .0 
10.3 4.5 
病 5.5 10.8 
物 176 .8 187 .8 
撃、 363.0 251.4 
’串b、 68.5 74.4 
，曹、 22.9 44.4 
カ 36.2 47. 7 
73.0 76.1 




























大小のサボテン，白い石の家，古い建物， 美しい教会の数々 ， それぞれに趣向をこらした楽し
い扉のある家々，未整理な博物館，数 の々遺跡，郊外の羊の群やぶどう畑，青い海と色あざや
かなボートとヨットの群れ， 9セントでどこへでも行けるパス，英語で用が足せる，食物はお
いしそうにみえても余りおいしくなく量が多すぎる，しかしお魚は新鮮，多勢の観光客と何よ
りもフレンドリ イであたたかい人々……。魅力的な国だった。長い間，多くの国の支配を受け
て来たのに（又は支配されてきたために）心がひろく，これからの世界のために，平和の働ら
きに心をこめ，自国の行政と発展にプライ ドをもった人たち。と云いたい。
この一週間の旅は，世界の平和と，人々の平等な人権の実現への願いが，具体的な形となっ
て行く事の希望の灯を見，地球上の人々のぬくも りを感ずることのできたありがたいもので
あった。
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